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令和７年度 江東区立第二南砂中学校 自己評価表 

校長名 塩 野  恵   

 目標に向けた取組についての自己評価  
 
  

重点領域１ 確かな学び 

項目 努力指標（教師側） 達成度 成果指標（こども側） 達成度 評語 

１ 
各種調査結果を分析し、基礎学力の
定着を全ての教科で目指す。 

81 
学びスタンダード定着度調査で全校
の定着度を８０％以上とする。 

73.2 B 

２ 
協働的活動・ICT の活用(デジタル
化の推進)等を導入した授業を、全
教員で１００％実施する。 

91 
授業がわかりやすく楽しいとする生
徒を８５％以上にする。 98.2 A 

３ 

毎時間、学習のねらいを示す。授業
の UD への取組を進め、特別支援教
育の充実を、全教員が意識して配慮
するようにする。 

(UD …ユニバーサルデザイン) 

100 

教育推進プラン・江東（第２期）の指
標に関するアンケート調査「一人一人
を大切にした教育が行われていると
思いますか」を８０％以上にする。 

97.5 A 

＜結果についての分析と改善策＞ 
・学びスタンダード定着度調査は、今年度は２学年のみの実施となった。２学年の定着度は３教科平均
が 58.6％で、区の平均値より-3.4％で、成果指標を大きく下回った。基礎問題についても１教科を除
き、区の平均値を下回っているので、基礎基本の定着を中心に、今後も全教科で目指していく。 

・授業がわかりやすいとする生徒は、保護者アンケートでは 67％で、生徒アンケート２種の平均は 91.8％
であった。教科や授業者による差が生じないよう、校内研修等に注力し、より一層の授業改善を図る。 

・校内研修のテーマは「授業における UD」とし、授業実践をすすめた。校内研修が計画的に進んだと回
答する教員は 100％であった。一方で「一人ひとりを大切にした教育」についての保護者アンケートで
は、肯定的な回答が 78％となった。授業だけにとどまらず、すべての教育活動において、「一人ひとり
を大切にした教育」の実践ができるよう校内体制を確立していく。 

 
 
 

重点領域２ 豊かな心・健やかな体 

項目 努力指標（教師側） 達成度 成果指標（こども側） 達成度 評語 

１ 

“あいさつの二南”の定着を目指
す。そのために生徒会などに働きか
け、生徒が積極的にあいさつを行う
ように指導していく。 

71 

学校評価における「あいさつ」に関し
て肯定的回答を８０％以上にする。 

71.2 B 

２ 
各行事や日頃の学級活動において、
生徒が主体的に取り組むような計
画を立てていく。 

86 
学校生活に主体的に取り組んでいる
とする生徒を８０％以上にする。 102.5 A 

３ 

生徒一人一人を大切にし、相談しや
すい関係を築く。毎日の家庭学習ノ
ートや生徒の様子の変化で気にな
ることは、全教職員で情報共有する
ように心がける。 

100 

学校は安全で安心できる場所で、学
校に登校するのが楽しいと実感する
生徒を９０％以上にする。 97.2 A 

＜結果についての分析と改善策＞ 
・「あいさつ」については、保護者アンケートの肯定的な回答は 58％にとどまった。形骸化している挨拶

運動を見直し、教職員ならびに生徒が主体的に「あいさつの二南」について取り組む必要がある。 
・生徒の学校生活に対する主体性について、保護者アンケートでは 82％が肯定的な回答であった。その
自覚をもつ生徒も多いが、生徒が発想し、試行錯誤しながら実践し、探求することができる、生徒の
学びを支え、調整する指導や教育活動を展開していく。 

・学校が楽しいとする生徒は 88％、学校は安心・安全で楽しいとする保護者は 87％であった。改修工事
中ではあるが、保護者の肯定的な回答は昨年度を上回った。生徒指導と教育相談が一体となったチー
ム支援を充実させ、生徒の心的安全性を高めた楽しい学校づくりを今後もより一層目指していく。 
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重点領域３ 信頼・応援される学校 

項目 努力指標（教師側） 達成度 成果指標（こども側） 達成度 評語 

１ 
いじめについての校内研修年間３
回を実施し、未然防止・早期発見、
早期対応を心がける。 

95 
重大事態に至る前に、未然防止・早
期発見・早期対応・解決を１００％
行えるようにする。 

72 B 

２ 
定期的に学校情報を HP、Chromebook
等で発信する。 

95 
学校評価における「学校の情報公開
率」に関して肯定的回答を９０％以
上にする。 

100 A 

３ 

生徒に、地域の行事などに積極的に
参加することを促す。その他機会を
見つけて学校、家庭、地域の連携を
深め、コミュニティースクールへの
移行を目指す。 

96 

各調査における「地域の行事への参
加率」に関して肯定的な回答を 
８０％以上にする。 96.3 A 

＜結果についての分析と改善策＞ 
・今年度認知したいじめの件数は 11件（２月現在）である。８件については解消したが、３件について
は経過観察中で、重大事態に至るものはなかった。いじめについては、道徳科の授業や日常の生活指
導の中で、未然防止に注力した指導を継続した。本校独自の教育相談アンケートを実施し、早期発見・
早期対応にも組織的に努めた。引き続き、全教職員がアンテナを高く張り、保護者、地域と連携しな
がら組織的に対応し、解消 100％を目指していく。 

・「学校情報公開率」について、保護者アンケートでは肯定的回答が 90％であった。随時、ホームページ
を中心に学校日記や改修工事日記を配信し、各学年通信は毎月すぐーるで定期的に配信した。引き続
き、適切に発信し、スピード感をもって本校の教育活動について理解を図っていく。 

・生徒の「地域行事への参加率」について、保護者アンケートの肯定的な回答は 77％だった。しかし、
地域清掃などのボランティア活動では、一度の参加者が９０名を超えるなど、昨年度に比べ大幅に増
加した。また、８年ぶりに行われた地域の例大祭にも多くの生徒が自ら参加した。引き続き、地域と
共に生徒の成長を支えられるよう、可能な限り生徒の参加を促していく。 

 
 
 
 

【評語】成果指標（こども側）の達成度に応じて決定する。 
    Ａ：９０％以上（目標達成とみなし、次年度は新たな目標を設定する） 
    Ｂ：５０％以上９０％未満 
    Ｃ：５０％未満（目標や努力指標等を見直す） 


